
◆目標管理者

【取組】
・重点項目として「和食の推進、啓発」、「減塩献立」、「手作り献立」、「同
一アレルゲン1日1品目まで」に取り組みます。
・献立にテーマを設けたり、行事食等を取り入れ、給食を通じて食の大切
さを学びます。
・地場産物を活用して、生産者や食物への感謝、新鮮で安全な食材の確
保とともに、地域農産物等の利用拡大を図ります。
（事業費　569,079千円）

【成果目標】
地産地消率　　草津市産活用率18％、草津市産含む滋賀県産活用率
40％

②
　児童、生徒が運動する機会や環境の充実を図るための効果的な取組
を行うとともに、体育教科の授業改善により児童、生徒の体力向上を図
ります。

②

【取組】
　児童、生徒が運動に関心を持ち、継続して取り組めるよう、小学校では
引き続きダンス教室を行うほか、体育授業での予備的運動としてチャレン
ジタイムに新たなプログラムを加えて実施するとともに、大学と連携して
児童の体力などに関するデータ収集・分析を行います。中学校ではス
ポーツドクターによる講習会などを引き続き開催し、生徒のケガの防止と
体力向上に向けた取組を行います。
（事業費）
　小学校体力向上プロジェクト推進費　　  870千円
　中学校体力向上プロジェクト推進費　　1,200千円

【成果目標】
 ・小学5年生の新体力テストの全国平均点に対する市の平均点の割合
　男子99.4％　女子99.0％
　　　（平成28年度　男子100.2％　女子97.2％）
・ダンス教室の開催回数　14回　　（平成28年度　14回）
・スポーツドクター講習会の開催回数　6回　　（平成28年度　6回）
・スポーツトレーナー講習会の開催回数 18回　　（平成28年度　18回）

《平成２９年度　教育委員会事務局　組織目標の達成状況》　

＜安全・安心でおいしい学校給食の提供＞
　学校給食を通して、子どもの健やかな成長を助け、食育と地産地消
の推進を図ることが求められています。

④ 　安全・安心でおいしい学校給食を提供します。 ④

3

4

1

〈豊かな心と人間性の育成〉
　いじめの認知件数は増加傾向にあります。いじめの根絶に向け、学
校だけにとどまらず、家庭、地域、関係機関との連携を強化し、子ども
の自己肯定感を高め、豊かな感性や人間性を育む取組を進めていく
必要があります。
　また、不登校をはじめとする学校不適応行動には、学校、家庭、地
域社会など子どもを取り巻く環境が影響していることが少なくありませ
ん。子どもたちの課題の解消を図るためには、本人への働きかけとと
もに、取り巻く環境の調整・改善に取り組む必要があります。

①

2

＜児童生徒の体力向上＞
　平成28年度の児童の新体力テストの結果は、前年度より上昇しまし
たが、児童、生徒がより一層運動に関心を持ち、目標である全国平均
を上回るためには、今後も継続して体力向上やスポーツ障害予防に
取り組む必要があります。

③

【取組実績】
　中学校給食実施基本計画に基づく取組に着手し、中学校配膳室増
築工事実施設計については計画どおり完了しましたが、用地取得交
渉の難航により、用地取得および測量、用地造成設計、建築基本設
計は実施できませんでした。

【成果目標実績】
  中学校配膳室実施設計の実施 （24,840千円）

④

【取組実績】
・重点項目の「和食の推進、啓発」、「減塩献立」、「手作り献立」、「同
一アレルゲン1日1品目まで」の4項目に取り組みました。
・行事食献立、青花献立、全国の料理献立、かみかみ献立等や防災
献立（防災おにぎり献立等4回実施）にも取り組みました。
・地場産物の活用に努め、児童に安全、安心で新鮮な野菜等を提供
できました。
給食実施回数　187回（台風で1回中止）

【成果目標実績】
地産地消率　　草津市産活用率20.2％、草津市産含む滋賀県産
活用率41.5％

・「草津市いじめ防止基本方針」に基づき、いじめに対する職員の危機
意識の向上や早期発見、対応等を総合的かつ効果的に推進するととも
に、家庭や地域、関係機関との密接な連携のもと、それぞれの役割と責
任を自覚していじめの根絶に向けた取組を進めます。
・学校不適応行動については、教育と社会福祉の両分野の専門的知
識・技術を有するスクールソーシャルワーカーを「チーム学校」のスタッフ
として配置しながら、児童生徒の置かれた様々な環境に働きかけて支
援を行い、個々の課題の解決を図ります。

【取組】
　平成29年度は給食センター用地取得・測量、用地造成設計、建築基本
設計、中学校配膳室実施設計を行います。
（事業費）
　中学校給食センター整備費
  （事業費　237,516千円）

【成果目標】
　・給食センター用地の取得および測量の実施
　・用地造成設計の実施
　・建築基本設計の実施
　・中学校配膳室実施設計の実施

　　３．目標達成のための取組と成果目標

①

＜中学校給食の実施に向けた取組の推進＞
　全国的に中学校給食の実施が進んでいることや、本市における中
学校給食を望む保護者の声、市議会での請願の採択などといった社
会情勢の変化等を踏まえ、さらなる教育環境の向上と食育の推進を
図ることを目的として、平成29年2月に策定した中学校給食実施基本
計画に基づき、平成32年度からセンター方式による中学校給食を実
施する必要があります。

③
　中学校給食実施基本計画に基づき、平成32年度からの中学校給食の
実施に向けて、計画的な取組を推進します。

③

　２．重点目標

政策監 佐々木　亨

教育部長 明石　芳夫

教育部理事 中瀬　悟嗣

教育部専門理事 八杉　淳

①

　　４．課題解決に向けた平成29年度の具体的な取組
　　　　【年度末実績】

【取組実績】
・いじめや差別のない明るい学校を築き、児童生徒が好ましい人間
関係のもとで安心して学校生活を送るため、いじめ等問題行動対策
アドバイザーを派遣しました。派遣先の学校では、問題行動等が発
生した際に迅速かつ組織的に対応することができました。国のいじめ
の防止等のための基本的な方針の改定等を踏まえ、平成30年3月に
草津市いじめ防止基本方針の改定を行いました。また、9月には、い
じめ防止啓発強化月間の取組を行い、家庭、地域への啓発を進めま
した。
・市内小中学校にスクールソーシャルワーカーを派遣し、教員や児童
生徒、その家族への指導助言等を行い、学校不適応など課題を抱え
る児童生徒の支援を行いました。
　
【成果目標実績】
　いじめの認知件数に対する解決率　77.4％（H30.4.1現在）
　⇒残りは3か月の見守り継続中（平成28年度　100％）

②

【取組実績】
　小学校では楽しみながら運動ができるダンス教室、中学校ではス
ポーツ障害を予防するためのスポーツドクターやトレーナーによる講
習会を実施するとともに、立命館大学スポーツ健康科学部や学校関
係者による「小・中学校体力向上プロジェクト推進会議」を設置し、子
どもたちの体力向上について継続的に取り組みました。
（事業実績額）
小学校体力向上プロジェクト推進費　　870千円
中学校体力向上プロジェクト推進費　1,200千円

【成果目標実績】
 ・小学5年生の新体力テストの全国平均点に対する市の平均点の割
合
　男子99.6％　女子98.2％
　　　（平成28年度　男子100.2％　女子97.2％）
・ダンス教室の開催回数　14回　　（平成28年度　14回）
・スポーツドクター講習会の開催回数　6回　　（平成28年度　6回）
・スポーツトレーナー講習会の開催回数 18回　　（平成28年度　18
回）

【取組】
・「草津市いじめ防止基本方針」に基づき、各学校でいじめ対策を推進す
るとともに、いじめ等問題行動対策アドバイザーを派遣して、学校体制の
強化を図ります。
・学校不適応の児童生徒の課題解決を図るために、教育と社会福祉の
分野における専門的な知識・技術を有するスクールソーシャルワーカー
を配置します。
（事業費）
　草津市いじめ等問題行動対策アドバイザー派遣費　1,416千円
　スクールソーシャルワーカー配置費　1,638千円

【成果目標】
　いじめの認知件数に対する解決率　100％
    　　　　　　　　　　　   （平成28年度　100％）

　１．現状認識
　　　（重点目標の背景となる現状・社会の動向・現場の課題など）

平成29年度予算重点施策に関連する項目
には、「4.課題解決に向けた平成29年度の
具体的な取組」欄に、左の記号を記載して
います。

重

重

教育委員会事務局～1～



⑧

【取組】
　草津市学校業務改善プランに盛り込まれた20項目の業務改善に取り
組みます。

【成果目標】
　草津市学校業務改善プランに盛り込まれた20項目の実施率　100％

⑤

【取組】
・小学校では、全校に配置しているJTE（日本人の英語指導助手）に加
え、新たにALT（外国人英語指導助手）を1名配置して巡回指導を行いま
す。また、6年生を対象にしたオンライン授業（ビデオ通話による外国人講
師とのコミュニケーション活動）を、前年の3校から7校へ拡大して実施し
ます。
・中学校では、引き続きALTを2名配置し、巡回指導を行います。
（事業費）
　JTE、ALT配置費　　19,304千円
　オンライン授業委託費　　1,227千円

【成果目標】
　英語（外国語活動）が好きと回答した児童生徒の割合　60％

【取組】
　毎日開館や学校図書館運営部会の開催などにより、授業での活用や
貸出冊数の増加を図ります。
（事業費）
　学校図書館支援業務委託金　11,988千円
　学校図書館運営サポーター謝金　1,680千円

【成果目標】
・学校図書館を毎日開館する学校の割合　　100％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成28年度90％）
・児童生徒1人当たり年間貸出冊数　　24冊

⑥

・ICTを活用した効果的な指導方法である草津型アクティブ・ラーニング
による授業改善を進めます。
・研修の充実により、教員のICT活用指導力の向上を図ります。
・学校における教育情報化の取組を促進します。

⑦

【取組】
・昨年度に策定した草津型アクティブ・ラーニングのモデルカリキュラムや
実践事例集の活用を促進し、その定着を図ります。
・教育情報化リーダー養成研修や教育研究所が実施するスキルアップア
ドバイザー事業、各種研修講座等により、教員のICT活用指導力の向上
を図ります。
・日本教育工学協会（JAET）の学校情報化優良校認定を市内全小中学
校で取得し、市としても学校情報化先進地域となることを目指します。
（事業費）
　タブレット端末管理運営費　77,140千円
　電子黒板整備費　17,029千円
　情報教育調査研究費　2,498千円

【成果目標】
・「電子黒板やタブレットを使った授業は分かりやすい」と感じている児童
生徒の割合　91％　（平成28年度90.5％）
・ICT活用指導力について「できるほうである」と回答した教員の割合
　平均87％　　（平成28年度86.4％）
・学校情報化優良校認定取得率　100％　　（平成28年度90％）
・教育情報化先進地域の認定取得（市として）

・平成29年3月に策定した「草津市学校業務改善プラン」に基づき、
(1)業務環境の改善、(2)チーム学校の推進、(3)ボランティアの活動促
進、(4)市から学校へ依頼する業務の見直し、(5)部活動の見直し、(6)学
校運営体制の強化に取り組みます。

9

＜コミュニティ・スクールくさつの推進＞
　社会情勢の変化に伴い、学校が抱える課題は、複雑化・多様化して
います。こうした課題に対応し、新学習指導要領に盛り込まれた「社会
に開かれた教育課程」を実現するためには、学校と家庭、地域との連
携を深め、家庭や地域の声を学校運営に反映する必要があります。

⑨

8

＜学校の業務改善の推進＞
　社会情勢の変化に伴い、学校が抱える課題は複雑化・多様化し、学
校の業務は増加の一途をたどっています。
　教職員の業務の増加によって、子どもと向き合う時間や授業の準
備・教材研究などの時間の確保が困難になっています。

⑧ ⑧

【取組実績】
・草津市学校業務改善プランに盛り込まれた6カテゴリー20項目の業
務改善に取り組みました。
・教員の長時間労働を是正し、児童生徒と向き合う時間の確保や教
育の質の向上を図るため、勤務時間や部活動に関する共通基準を
定めました。

【成果目標実績】
　草津市学校業務改善プランに盛り込まれた20項目の実施率
100％

⑨

【取組実績】
　市内全14小学校でコミュニティ・スクールくさつを実施し、各校での
学校運営委員会の開催（平均で年3.6回）、市での研修会の開催（年2
回）、先進地視察の実施（年1回）等を通して、保護者や地域住民の
参画を得ながら、学校運営の充実を図りました。

【成果目標実績】
　学校評価の「コミュニティ・スクールくさつは、学校運営に効果があ
る」における5段階評価　　3.4

⑦

【取組実績】
・草津型アクティブ・ラーニングの定着を図るために、実践事例集を市
内の全教員に配布するとともに、指導主事による学校訪問を行い、
授業改善を進めました。
・教育情報化推進リーダー養成研修（年7回実施）、スキルアップアド
バイザーによる学校訪問、各種研修等を通して、教員のＩＣＴ活用指
導力を向上しました。
・日本教育工学協会（JAET）の学校情報化優良校認定を2校で取得
し、全20小中学校が認定されました。また、市としても学校情報化先
進地域に認定されました。

【成果目標実績】
・「電子黒板やタブレットを使った授業は分かりやすい」と感じている
児童生徒の割合　90.5％
・ICT活用指導力について「できるほうである」と回答した教員の割合
　88.7％
・学校情報化優良校認定取得率　100％
・教育情報化先進地域の認定取得（市として）

6

＜学校図書館の充実＞
　子どもが読書に親しみ、生涯にわたっての読書習慣を身につけるた
めには、子どもにとって最も身近である学校図書館の充実が必要で
す。

⑥

＜ICT教育の推進＞
　情報化やグローバル化といった社会的変化が急速に進展しており、
将来を担う子どもには、予測できない変化に対し、受け身ではなく主
体的に向き合うことができる力を身につけさせることが必要です。
　このための学び方として、新学習指導要領では主体的・対話的で深
い学び（いわゆるアクティブ・ラーニング）の実現が求められています。
また、将来どのような職業に就くとしても時代を超えて普遍的に求めら
れる力である情報活用能力やプログラミング的思考を育むことも求め
られています。

⑦

5

　２．重点目標

【取組実績】
・学校司書の派遣日数を年45日から60日に増やし、全20小中学校で
学校図書館の毎日開館を実現しました。
・管理職、司書教諭、学校司書、学校図書館運営サポーター、学校図
書館ボランティア等が参加する学校図書館運営部会を、各校で年間
を通して定期的に開催し（平均4.9回）、学校図書館の運営の充実を
図りました。

【成果目標実績】
・学校図書館を毎日開館する学校の割合　　100％
・児童生徒1人当たりの年間貸出冊数　　26.3冊

＜英語教育の推進＞
　平成32年度からの新学習指導要領では、英語教育の充実・強化が
掲げられ、小学校5、6年生の教科化、3、4年生の外国語活動の実
施、それに伴う中学校での指導内容の高度化が計画されています。
　英語を用いた外国人とのコミュニケーション活動の機会を充実させ
るとともに、小中一貫型の英語教育カリキュラムの作成など、より効果
的な指導方法を確立していく必要があります。

⑤

・「草津市英語教育推進計画」に基づき、新しい英語教育の指導体制を
確立するとともに、英語教育の拡充・強化を進めます。
・教員の英語力、指導力の向上や、英語を用いたコミュニケーション活
動の充実を図るとともに、「草津市小中一貫英語カリキュラム」の作成に
取り組み、新学習指導要領に基づく、新しい英語教育に円滑に移行でき
るよう教育環境を整えます。

⑥

7

　　４．課題解決に向けた平成29年度の具体的な取組
　　　　【年度末実績】

・学校司書の派遣日数を増やし、全小中学校における学校図書館の毎
日開館を実現します。
・管理職、司書教諭、学校司書、学校図書館運営サポーター、学校図書
館ボランティアが参加する学校図書館運営部会の開催などにより、学校
図書館の運営を充実します。

⑤

【取組実績】
・小学校には、全校に配置しているJTE（日本人の英語指導助手）に
加え、新たにALT（外国人英語指導助手）を1名配置して巡回指導を
行いました。また、6年生を対象にしたオンライン授業（ビデオ通話に
よる外国人講師とのコミュニケーション活動）を、7校実施しました。
・中学校では、引き続きALTを2名配置し、巡回指導を行いました。
・新学習指導要領を踏まえ、英語（外国語活動）のカリキュラムの改
定や指導教員の研修を実施するなど英語教育の指導体制の確立に
向けた取組を進めました。

【成果目標実績】
  英語（外国語活動）が好きと回答した児童生徒の割合　77.7％

　１．現状認識
　　　（重点目標の背景となる現状・社会の動向・現場の課題など）

　　３．目標達成のための取組と成果目標

　学校、家庭、地域の組織的な連携と協働体制を確立するため、学校支
援ボランティアの中心である地域協働合校との連携を強化し、これまで
各校で行われていた学校関係者評価の機能を包含したコミュニティ・ス
クールくさつを推進し、家庭、地域の参画を得ながら学校経営の充実を
図ります。

⑨

【取組】
　市内全小学校においてコミュニティ・スクールくさつを実施します。
（事業費）
　委員・研修会講師謝金　926千円
　先進地視察旅費　64千円

【成果目標】
　学校評価の「コミュニティ・スクールくさつは、学校運営に効果がある」に
　おける5段階評価　　4.0以上

重

重

重

教育委員会事務局～2～



⑪

【取組】
　小・中学校の非構造部材の耐震対策を推進するため、校舎棟非構造
部材の調査・点検・実施設計を行います。
＜平成29年度＞
小中学校の非構造部材の耐震対策工事、調査点検実施設計業務を行
います。
（事業費）13,745千円
・小学校校舎非構造部材改修工事調査点検実施設計業務〔老上、笠縫
東〕（9,025千円）
・中学校校舎非構造部材改修工事調査点検実施設計業務〔新堂〕（4,720
千円）
＜平成28年度予算繰越明許費＞
（事業費）83,921千円
・小学校校舎非構造部材改修工事〔玉川、渋川〕（20,049千円）
・小学校校舎非構造部材改修工事監理業務〔玉川、渋川〕（2,429千円）
・小学校校舎非構造部材改修工事〔草津第二、南笠東〕（20,124千円）
・小学校校舎非構造部材改修工事監理業務〔草津第二、南笠東〕（3,893
千円）
・中学校校舎非構造部材改修工事〔草津中〕（25,454千円）
・中学校校舎非構造部材改修工事監理業務〔草津中〕（2,429千円）
・中学校校舎非構造部材改修工事〔玉川中〕（7,596千円）
・中学校校舎非構造部材改修工事監理業務〔玉川中〕（1,947千円）

【成果目標】
　校舎の非構造部材の耐震化実施校率（累計）70％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成28年度10％）

【取組実績】
　小中学校の非構造部材の耐震対策を推進するため、校舎棟非構
造部材の工事、調査・点検実施設計を行いました。
・小学校校舎非構造部材改修工事調査点検実施設計業務（老上、笠
縫東）
・中学校校舎非構造部材改修工事調査点検実施設計業務（新堂）
・小学校校舎非構造部材改修工事（玉川、渋川）
・小学校校舎非構造部材改修工事監理業務（玉川、渋川）
・小学校校舎非構造部材改修工事（草津第二、南笠東）
・小学校校舎非構造部材改修工事監理業務（草津第二、南笠東）
・中学校校舎非構造部材改修工事(草津、玉川）
・中学校校舎非構造部材改修工事監理業務（草津、玉川）

【成果目標実績】
　校舎の非構造部材の耐震化実施校率（累計）70％
　（平成29年度40％） 8校／20校

⑫

【取組実績】
平成30年度の校舎増築工事の実施を目指し、実施設計業務を行い
ました。
・志津小学校校舎増築工事実施設計業務
・高穂中学校校舎増築工事実施設計業務

【成果目標実績】
　実施設計業務完了

　２．重点目標 　　３．目標達成のための取組と成果目標

⑪

⑩

　１．現状認識
　　　（重点目標の背景となる現状・社会の動向・現場の課題など）
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⑩

【取組実績】
老朽化した校舎等学校施設の改修を計画的に進め、多目的トイレの
設置や段差解消等、バリアフリー対応の工事・設計を実施しました。

・常盤小学校体育館大規模改造工事実施設計業務
・松原中学校武道館他大規模改造工事実施設計業務
・草津中学校トイレ改修工事実施設計業務
・志津南小学校大規模改造1期工事
・志津南小学校大規模改造1期工事監理業務
・玉川小学校グラウンド改修工事
・玉川小学校グラウンド改修工事監理業務
・老上小学校トイレ改修工事
・老上小学校トイレ改修工事監理業務
・松原中学校大規模改造工事
・松原中学校大規模改造工事監理業務
・老上中学校大規模改造工事
・老上中学校大規模改造工事監理業務

【成果目標実績】
　環境にやさしい施設の整備に取り組んだ棟数（累計）66棟

　　４．課題解決に向けた平成29年度の具体的な取組
　　　　【年度末実績】

【取組】
　平成30年度の校舎増築工事の実施を目指し、実施設計業務を行いま
す。
（事業費）41,416千円
・志津小学校校舎増築工事実施設計業務（10,588千円）
・高穂中学校校舎増築工事実施設計業務（30,828千円）

【成果目標】
　実施設計業務の完了

【取組】
　建築後相当年数を経過した校舎等の学校施設の改修を計画的に実施
するとともに、多目的トイレの設置や段差解消等、バリアフリー対応の工
事・設計を行います。
＜平成29年度＞
（事業費）11,681千円
・常盤小学校体育館大規模改造工事実施設計業務（4,462千円）
・松原中学校武道館他大規模改造工事実施設計業務（3,974千円）
・草津中学校トイレ改修工事実施設計業務（3,245千円）

＜平成28年度予算繰越明許費＞
（事業費）937,128千円
・志津南小学校大規模改造1期工事（188,288千円）
・志津南小学校大規模改造1期工事監理業務（7,139千円）
・玉川小学校グラウンド改修工事（48,000千円）
・玉川小学校グラウンド改修工事監理業務（2,250千円）
・老上小学校トイレ改修工事（39,124千円）
・老上小学校トイレ改修工事監理業務（2,191千円）
・松原中学校大規模改造工事（247,612千円）
・松原中学校大規模改造工事監理業務（7,869千円）
・老上中学校大規模改造工事（386,624千円）
・老上中学校大規模改造工事監理業務（8,031千円）

【成果目標】
　環境にやさしい施設の整備に取り組んだ棟数（累計）66棟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成28年度　累計63棟）

⑫

・学校施設の安全性の確保と教育環境の改善を図るため、老朽化が進
む小中学校施設の改修とバリアフリー対応の設計・工事を行います。
・地震に対する学校施設の安全性を確保するため、小中学校校舎の非
構造部材について耐震対策工事等を行います。
・志津小学校および高穂中学校について、児童数、生徒数の増加に対
応した適正な施設規模を確保するため、校舎増築工事の実施を目指
し、実施設計業務を行います。

＜教育施設の整備＞
・小中学校施設は年数経過に伴い、内装や外壁、照明、給排水等の
付帯設備の老朽化が著しい状態です。このことから、建物の状況を踏
まえ、計画的に改修していくことが必要です。また、プールやグラウン
ド等の屋外施設や受電設備等の付帯設備についても、未改修の学校
もあるため、計画的な改修が必要となります。
・学校施設の構造体に係る耐震化については既に完了しましたが、構
造体以外の天井や窓、備品等のいわゆる非構造部材の耐震対策が
必要となります。
・志津小学校および高穂中学校では、校区内周辺の宅地開発が進
み、児童数、生徒数が年々増加しています。今後、教室数が不足する
ことが想定されることから、校舎の増築が必要となります。

⑩

重

教育委員会事務局～3～



【取組実績】
　未利用者に利用していただくために、ホームページやFacebook、広
報くさつ等で図書館サービスの周知を図り、年齢層・対象別に各種イ
ベントを実施しました。

1.レファレンスサービス　認知度38.9%(平成28年度32.1%)

2.市民講座　(南)　2回(43名)
　歴史講座　(本)　2回(82名)
　ビブリオバトル(本)1回(16名)
　図書館まつり(本)1回(参加者のべ1,241名)

3.出張ブックトーク　(本)32回(1,266名)南3回(149名)合計4小学校、4
中学校1,415名
　高校連携交流会　(本)1回(16名)、(南)2回(16名)

4.おはなし会(両館27回)　図書館探検隊(本館3回)　読書相談(11回)
学校連携事業(巡回図書事業ブックん学期毎、全14小学校)

5.大活字本　(212冊)　　朗読CD　(203点)　　外国語資料　(144冊)

【成果目標実績】
アンケートによる利用者満足度　88.2%　(平成28年度　60.8%)

　　４．課題解決に向けた平成29年度の具体的な取組
　　　　【年度末実績】

【取組実績】
　3回の開催を計画しましたが、3回目については出席者の調整がつ
かなかったことから、2回の総合教育会議を開催し、本市の教育施策
に関する成果と課題を共有し、今後の方向性について議論を行いま
した。
　　第1回　29年5月9日
　　　　「草津市におけるいじめの現状と取組」
　　第2回　29年10月14日
　　　　「平成29年度全国学力・学習状況調査の結果から」
　 （中止）第3回　29年2月21日
　　　　「子どもの体力向上について」

【成果目標実績】
　総合教育会議　2回開催

⑬

⑮

【取組】
　関係団体による実行委員会を設置し、草津川跡地公園（ｄｅ愛ひろば：
区間5）イベント広場を発着会場として、10月下旬にウオーキング、ノル
ディックウオークの大会を開催します。

（事業費）
　ウオーキング大会開催費補助金  （事業費　3,450千円）

【成果目標】
　・大会実行委員会の設立
　・大会コース設定
　・大会実施計画等の策定
　・大会の実施
　・参加者数　500人
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＜総合教育会議の運営＞
　総合教育会議において、地域の実情に応じた教育、学術および文
化の振興を図るための重点施策などに関し、市長と教育長、教育委
員が協議・調整を行う必要があります。

⑪

　市内をステージにした健康イベント「くさつ健幸ウオーク2017」を開催
し、ウオーキングを通じたスポーツ健康づくりを推進します。

　総合教育会議において、本市の教育の方向性・重点的に講ずるべき
施策などに関し、市長と教育長、教育委員が十分な協議・調整を行い、
本市の教育政策の方向性を共有します。

⑬

【取組】
　総合教育会議を開催し、市長と教育委員会が本市教育の強みや成果
と課題を共有し、教育政策の方向性について協議・調整を行います。
　スケジュール（予定）
　第1回　平成29年5月9日
　第2回　平成29年10月上旬
　第3回　平成30年2月上旬
　
【成果目標】
　総合教育会議の開催回数　3回　（平成28年度　3回）
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＜生涯学習機会の充実のため「市民の図書館」としてのサービス展開
＞
　図書館利用者は市民の約2割にとどまっており、8割が未利用者であ
ることから、多様な生涯学習ニーズに応えるため、図書館の更なる利
用者拡大を図る必要があります。
　また、インターネットの普及による情報化社会の中、正確な情報資
料の提供が不可欠となっています。
　学校図書館活動の支援を含めた児童サービスを中心に実施してき
ましたが、利用者層の拡大を図るため、図書館の魅力を広く伝える必
要があります。
レファレンスサービス(生活の中の疑問に答えたり、学習を支援する調
べもの相談)の認知度が低く、利用も少ない状況です。
　高齢者・障害者・外国人向け資料は、他の分野と比べて蔵書数が少
なく、充実を図る必要があります。

⑫

・未利用者に利用していただくために図書館サービスの広報活動や、年
齢層・対象者別に各種イベントを実施します。
・レファレンスサービスの認知度を高め、新たな利用者を増やします。
・高齢者・障害者・外国人向け資料を収集し、充実を図ります。
未来の利用者につなげる、児童へのサービスと学校図書館活動の支援
を継続して行います。

【取組】
　未利用者に利用していただくために、ホームページやＦａｃｅｂｏｏｋ、広報
くさつ等で図書館サービスの周知を図り、年齢層・対象別に各種イベント
等を実施します。
1レファレンスサービスの充実・・・認知度を高め、利用者を増やします。
2新たな来館のきっかけとなる事業の実施・・・市民講座、歴史講座、ビブ
リオバトル、図書館まつりなどを実施します。
3中高生の利用拡大・・・中学校のブックトークや高校連携事業を実施しま
す。
4未就学児、児童サービスの展開・・・おはなし会、図書館探検隊等や読
書相談、学校連携事業を充実させます。
5高齢者・障害者・外国人へのサービス・・・高齢者・視覚障害者向けの大
活字本や朗読ＣＤ、録音図書、外国語資料の収集を充実させます。
6ＩＣタグを使った資料の管理と貸出サービス・・・平成30年の図書館シス
テム導入時に向けて、市民の利用のしやすさについて研究を行います。

（事業費）
図書館運営費（本館）　　　（事業費78,843千円）
南草津図書館運営費　　　（事業費38,186千円）
　
【成果目標】
　　アンケート実施による利用者満足度　　70％　（平成28年度60．8％）

⑬
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＜野村運動公園の整備＞
　スポーツの活動拠点である市民体育館の老朽化による建替えと中
心市街地におけるにぎわい拠点の整備を進めるため、野村公園新体
育館の建設工事を実施するにあたり、野村運動公園テニスコートを閉
鎖する必要があるため、代替施設を確保していく必要があります。

⑭
　野村運動公園テニスコートの代替施設を三ツ池運動公園の隣接地に
整備します。

⑯

【取組】
　スポーツ関係団体や地元住民と調整を図りながら、テニスコートを整備
します。

（事業費）
　三ツ池テニスコート整備費  （事業費89,824千円）

【成果目標】
　・テニスコートの整備　9月供用開始

⑮

⑯

【取組実績】
　関係団体で構成する「くさつ健幸ウオーク実行委員会」を設置し、草
津川跡地公園（区間５）イベント広場を発着会場とする「くさつ健幸ウ
オーク2017」を平成29年10月29日（日）に予定しましたが、台風22号
の接近に伴い、大会を中止しました。
　なお、申込者に対しては前日に電話連絡で中止の案内を行うととも
に、後日、記念品を送付しました。

【成果目標実績】
・「くさつ健幸ウオーク実行委員会」を組織しました。
・大会コースとして、約15ｋｍの健脚コース、約8ｋｍの一般コース、約
4ｋｍの散策コース、約4ｋｍのノルディックウオークコースを設定しまし
た。
・開催要項や運営マニュアルを策定しました。
・平成29年10月29日（日）に予定しましたが、、台風２２号の接近に伴
い、大会を中止しました。
・申込者数は252人であり、目標に到達しなかったことから、次年度は
内容や広報について見直します。

【取組実績】
　スポーツ関係団体や地元町内会等と調整を図りながら、テニスコー
ト（クレーコート4面）を整備しました。
（事業費）
　三ツ池テニスコート整備費（実績額74,225千円）

【成果目標実績】
　テニスコートを整備し、9月15日に供用を開始しました。

13

＜「くさつ健幸ウオーク2017」の開催＞
　ウオーキングは、誰もが気軽に始められるスポーツであり、多くの人
が親しみ、楽しんでいます。近年では高齢者をはじめ、体力に自信の
ない人でも始められるスポーツとして、専用ポールを使用するノル
ディックウオークが人気となっています。

⑭

　１．現状認識
　　　（重点目標の背景となる現状・社会の動向・現場の課題など）

　２．重点目標 　　３．目標達成のための取組と成果目標

⑭

重

重
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㉑

＜文化財の調査・保存・活用＞
　市民のふるさと意識の醸成を図るのため、歴史文化に目を向けても
らえる取組が必要です。加えて、史跡草津宿本陣や草津宿街道交流
館は観光面での活用が求められており、幅広い年代層や海外からの
観光客にも関心をもってもらえる事業展開や情報発信が必要となって
います。

16 ⑯

　史跡草津宿本陣と草津宿街道交流館が持つ歴史資源としての魅力を
さらに高めるため、展示機器の改修や解説システムの導入を実施しま
す。また、草津宿の魅力を積極的に発信し、多くの人に草津の歴史や文
化に触れていただく機会を設けます。

　１．現状認識
　　　（重点目標の背景となる現状・社会の動向・現場の課題など）

　２．重点目標 　　３．目標達成のための取組と成果目標

15

＜文化財の調査・保存・活用＞
   地域に根差した歴史遺産は、まちの歴史文化や伝統を理解し、ふ
るさと意識の醸成や市民文化を新たに創造していくために不可欠な要
素であることから、 本市の歴史を物語る貴重な歴史遺産である史跡
草津宿本陣・史跡芦浦観音寺跡・史跡野路小野山製鉄遺跡の保全継
承に向けた積極的な取組を進める必要があります。
  また、市民の愛護意識の醸成および文化財を生かしたまちづくりの
推進のため、各種文化財の調査成果や保管資料の公開等、普及啓
発事業に積極的に取り組む必要があります。
  さらに、市域の各種開発から埋蔵文化財を適切に保護するため、調
査体制を整備する必要があります。

⑮

・史跡草津宿本陣第2期保存整備事業を継続して実施するとともに、史
跡芦浦観音寺跡および史跡野路小野山製鉄遺跡の保存活用を進めま
す。
・文化財愛護意識の醸成等を図るため、展示会や講演会など、各種の
文化財普及啓発事業を実施します。また、調査収集資料を広く市民に
公開できるよう、関係施設のあり方を検討します。
・大規模開発や住宅建設などの増加に対応できるよう、職員の適切な配
置、関係機関との連携を進めます。

⑰

【取組】
　史跡草津宿本陣第2期保存整備事業（土蔵2）を継続実施するとともに、
史跡芦浦観音寺跡の保存活用に向けた取り組みを所有者と調整しなが
ら進めます。
（事業費）
　史跡草津宿本陣整備費　　　　　　　　　　 11,667千円
　史跡野路小野山製鉄遺跡保存整備費　  1,735千円
　芦浦観音寺管理運営費　　　　　　　　　　　 4,159千円

【成果目標】
　・第2期保存整備事業（土蔵2ほか)保存修理事業の進捗率　83％
  ・史跡草津宿本陣と草津宿街道交流館の両施設入館者数
  　32,700人　（平成28年度33,329人。例年と異なる要因により850人増。）

⑱

【取組】
　文化財調査の調査成果等を市民へ還元するために、｢草津の古代を掘
る2017｣などの公開事業を実施するとともに、適正な所蔵資料の保管に
努めます。
（事業費）
　歴史伝統館整備費　539千円
　文化財普及啓発費　346千円

【成果目標】
　行事参加者　1,100人（平成28年度実績747人。※草津の古代を掘る
2017参加者数＋黒土遺跡発掘調査現地説明会参加者＋草津宿街道交
流館運営の草津市歴史資料コレクション展10（会期3／18～5／21）前期
（3／18～3/31）入館者数）

　事業開始後、年数が経過し、事業について認知はされていますが、地
域により活動状況に温度差があります。多くの地域の人が子どもたちと
活動をともにし、学び合い・かかわり合い・よろこび合い・認め合うしくみ
づくりをさらに進めるとともに、地域コーディネーター間の情報共有や連
携を図るため、定期的な協議の場や研修の機会を持ち、より広がりのあ
る地域協働合校の充実に努めます。

㉒

【取組】
より多くの地域の人が関わることで、子どもの豊かな経験・学びにつなげ
ます。
（事業費）　地域協働合校推進事業費　　7,959千円

【成果目標】
地域協働合校事業に関わる大人の人数　　46,200人
　　　　　　　　　　　　　　　（平成28年度　40,884人）

【取組】
　（仮称）草津市文化振興条例を施行し、これに基づいて文化振興計画を
策定します。

【成果目標】
　（仮称）草津市文化振興条例の施行
  （仮称）草津市文化振興計画の策定

⑲

【取組】
　文化財である史跡草津宿本陣の積極的な活用を図るとともに、草津宿
街道交流館では展示機器のリニューアルを実施します。また、両施設に
スマートフォンを利用した解説システムを導入するとともに、東海道草津
宿シンポジウムを開催します。

【成果目標】
　史跡草津宿本陣と草津宿街道交流館の両施設入館者数32,700人
　　　（平成28年度33,329人。例年と異なる要因により850人増。）

㉑

㉒

【取組実績】
　定期的な情報交換や研修会を実施し、地域コーディネーター間の
情報共有やネットワークを深め、各小学校での地域協働合校活動の
充実を図りました。

【成果目標実績】
　小・中学校地域協働合校事業に関わった大人の人数　41,342人

【取組実績】
　平成29年7月1日に草津市文化振興条例を施行するとともに、草津
市文化振興審議会において調査審議を行い、条例に基づき草津市
文化振興計画を3月に策定しました。（審議会：28年度4回、29年度5
回開催）

【成果目標実績】
・草津市文化振興条例の施行
・草津市文化振興計画の策定

18 ⑱

19

＜地域協働合校事業の推進＞
　平成10年度から、学社融合の考え方に立って、学校･家庭･地域が
それぞれの持つ教育機能を生かし、地域文化や自然体験活動など子
どもと大人が協働して取り組むことで、ともに学びあい高めあう（共育
ち）の場として取組を進めてきました。
　培われてきた「地域で子どもを見守り育てる」意識を大切にし、子ど
もの豊かな学びと地域の大人の活躍の場をさらに広げるため、市内
全小学校へ地域コーディネーターを配置し、地域資源や特性を生かし
た活動を行っています。

⑲

⑱

【取組実績】
　文化財調査成果の市民への還元のため、「草津の古代を掘る
2017」や「新指定文化財一般公開」のほか、市民センターと連携して
講座等を開催しました。
（事業費）
　歴史伝統館整備費　539千円
　文化財普及啓発費　218千円

【成果目標実績】
行事参加者数　1,511人
（主要行事参加者内訳）
草津の古代を掘る57人、観音寺春秋一般公開1,118人、まちづくりセ
ンター講座122人等

⑲

【取組実績】
　史跡草津宿本陣を活用した伝統文化鑑賞講座を年間12回開催しま
した。また、草津宿街道交流館の展示機器リニューアルやスマート
フォン解説システムの導入、東海道草津宿シンポジウムを開催し、草
津宿の魅力発信ができました。

【成果目標実績】
　両館入館者数は成果目標を上回る33,069人となりました。

⑳

【取組実績】
　市美術展覧会の開催　来場者1,715人　一般出品232人
　ｱｰﾄﾌｪｽﾀくさつの開催　来場者2,705人　ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ体験者1,812人
　青少年俳句大会の実施　投句数5,626句
　ふるさと草津俳句会の実施　投句数726句
　俳句ing＆ウォーキングの開催　参加者数22人
　俳句入門講座の開催　受講者数24人

【成果目標実績】
　文化・芸術の振興が図れていると思う市民の割合　20.9％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成28年度　20.4％）

　　４．課題解決に向けた平成29年度の具体的な取組
　　　　【年度末実績】

⑰

【取組実績】
①平成29年度計画の史跡草津宿本陣第2期保存整備事業（土蔵2）
を完了しました。
②史跡芦浦観音寺跡の環境整備事業（除草等）を7回実施する中で、
観音寺の市への理解を深めることができ、平成30年度、史跡保存活
用計画の策定について了承を得ることができました。

【成果目標実績】
①史跡草津宿本陣第2期保存整備事業を完了しました。進捗率83%
（199,948千円（完了事業費）/241,171千円（計画事業費））
②史跡草津宿本陣と草津宿街道交流館の両施設入館者数33,069名
　・草津宿本陣　　　 　18,050人
　・草津宿街道交流館15,019人

⑳

【取組】
　音楽・美術・演劇・俳句など、幅広い分野において多種多様な市民の取
組を支援し、出会いと交流に満ちた草津ならではの文化を創造するた
め、各種事業を展開します。

【成果目標】
　文化・芸術の振興が図れていると思う市民の割合　21.0％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成28年度　20.4％）

＜文化芸術の振興＞
　生活文化・地域文化・芸術文化を継承し、誰もがこれらにふれる機
会を充実させることで、市民の豊かな感性を育むとともに、”ふるさと
草津の心”を醸成していく必要があります。

　出会いと交流に満ちた草津ならではの文化を創造し、発展させ、文化
の力によって都市の魅力を高めることに取り組みます。
　特に”ふるさと草津の心”を育むため、俳諧の祖 山崎宗鑑生誕の地と
いう特色を生かした俳句のまちづくりを展開し、シビックプライドの醸成と
個性豊かな文化の振興を目指します。

17 ⑰

　市民の文化意識の高揚を図り、計画的かつ戦略的に事業を推進する
ため、文化振興の基本理念や基本施策等を明文化した（仮称）草津市
文化振興条例の施行および文化振興計画の策定に取り組みます。

＜（仮称）草津市文化振興条例の施行および計画の策定＞
　平成27年5月に「文化芸術の振興に関する基本的な方針（第4次基
本方針）」が閣議決定され、我が国が目指す「文化芸術立国」の姿が
明示されました。これを受け、全国でも自治体において文化条例の制
定等、文化振興の機運が高まっています。
　また、市長マニフェストの実行にあたり、（仮称）草津市文化振興条
例の施行および条例に基づく計画を策定する必要があります。
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